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大阪府警による最近の児童ポルノ事件検挙事例

	種　別
	内　容

	公然陳列目的所持
	平成24年9月
ファイル共有ソフト利用による、児童ポルノ事犯の全国一斉取締りに伴い、自宅においてファイル共有ソフトを利用して、不特定多数に公開する目的で、児童ポルノ動画を公然と陳列したとして、被疑者4人を検挙。


	公然陳列
	平成24年10月
インターネットのテレビ電話で知り合った中学２年の児童に着衣を脱ぐように指示し、上半身裸の映像を不特定多数の者が閲覧出来る動画配信サイトで生中継して、児童ポルノを公然と陳列した被疑者を検挙。


	提供目的製造
	平成23年6月
[bookmark: _GoBack]　児童ポルノ愛好者グループにより、スーパー銭湯等での盗撮等を繰り返し、オリジナルの児童ポルノを製造して相互にメール等を利用して画像の交換を行っていた小学校教諭を検挙。


	提供目的所持
	平成24年1月
　インターネット上で「裏ＤＶＤ販売」と称する販売サイトを運営し、同サイトを閲覧して購入申し込みをしてきた不特定多数の者に対して、児童ポルノやわいせつ図画を記録したＤＶＤを提供する目的で所持したとして被疑者を検挙。


	提供
	平成23年9月
　インターネットサイトで小中学生の少女のわいせつ動画を中心に販売していたとして被疑者を検挙。
　捜査は、全国協働捜査方式で行われ、このシステムによる児童ポルノ事件の摘発は全国発。


	提供幇助
	平成23年8月
　インターネットのサイトを通じて、児童ポルノ動画を販売するための場を提供し、販売を助けたとして、動画ダウンロードサイト運営会社を幇助罪で書類送致。





